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2-11セキュリティ

有害情報

＋＋ インターネット白書2007 ＋＋

有害情報は認知しているものとしていないものが2極化
資料2-11-1　有害情報の知識　N=2,000

0 20 40 60 80 100％ 

ボット 

DoS

キーロガー 

ブラウザークラッシャー 

なりすまし 

スパムメール 

スパイウェア 

フィッシング 

個人情報漏えい 

コンピュータウイルス 大変よく知っている 

知っている 

どちらともいえない 

あまりよく知らない 

知らない 

24.6％ 6.2％ 4.9％ 
3.9％ 

60.6％ 

23.1％ 7.7％ 4.1％ 5.3％ 59.9％ 

16.5％ 8.1％ 10.1％ 14.4％ 51.1％ 

17.3％ 9.6％ 11.2％ 13.1％ 48.9％ 

20.6％ 9.4％ 10.1％ 14.7％ 45.4％ 

15.0％ 10.7％ 10.5％ 14.5％ 49.4％ 

10.7％ 12.4％ 21.1％ 37.8％ 18.1％ 

8.9％ 8.2％ 18.0％ 50.8％ 14.2％ 

6.8％ 8.9％ 17.8％ 55.1％ 11.5％ 

6.9％ 8.7％ 17.8％ 55.4％ 11.4％ 

有害情報であるスパムやウイルスなどの認知度をみると、「大変よく知っている」「知っている」をあわせた理解

層でみると、「コンピュータウイルス」「個人情報漏えい」が80％を超え、高い。一方で「ブラウザークラッシ

ャー」や「キーロガー」「ボット」「DoS」では2〜3割程度に過ぎないが、用語と有害情報の内容が結びついて

いないと思われる。
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有害情報への接触経験をみると、「目にしたことはない」が20.3％であり、「わからない」を除く7割のインタ

ーネット利用者が有害情報への接触経験を持つ。ウイルスに対しては、ウイルスソフトなどの利用が広がってい

るが、家庭内で子供がインターネットを利用するケースも増えていることから、わいせつ物に対するフィルタリ

ングソフトの導入なども今後重要になると思われる。
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7割の利用者が有害情報への接触経験あり
資料2-11-2　有害情報への接触状況（複数回答）　N=2,000

0 10 20 30 40 50 60％ 

わからない 

その他 

のみ行為、不正賭博 

劇薬、武器などの販売 

犯罪行為の呼びかけ 

フィッシング以外の詐欺 

フィッシング 

ソフトウェアの不正利用 

プライバシー情報の公開 

ねずみ講 

目にしたことはない 

不正な著作物の利用 

誹謗、中傷、デマ 

コンピュータウイルス 

わいせつ物 

11.1％ 

2.5％ 

4.2％ 

4.5％ 

7.0％ 

8.5％ 

12.1％ 

15.8％ 

15.9％ 

18.9％ 

20.3％ 

20.4％ 

31.4％ 

41.0％ 

48.4％ 
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